
発行所：発行所：（一社）（一社）木曽法人会　☎ 0264（22）4243木曽法人会　☎ 0264（22）4243
編　集：広報委員会  編　集：広報委員会  
印刷：木曽オールプリント㈱　☎ 0264（21）3166 印刷：木曽オールプリント㈱　☎ 0264（21）3166 №№

令和４年 11月発行令和４年 11月発行

2022 / NOV.2022 / NOV.目  次 ❷  会報第100号発行記念のあいさつ  会長
❸  着任のごあいさつ　木曽税務署
❹   青年部・女性部
❺  「税を考える週間」報告
❻   税務署からのお知らせ 
（消費税のインボイス制度登録申請受付中）

❼  会員企業のご紹介
❽～❾  税金Ｑ＆Ａ
10   支部対抗親睦ゴルフ大会・
大桑村支部ボランティア事
業・事務局日誌

税に関する『絵はがきコンクール』実施される（令和４年９月８日選考会実施・応募者数142点）
―第６回税に関する絵はがきコンクール
　　最優秀賞（１点）木曽税務署長賞（１点）中信県税事務所木曽事務所長賞（１点）
 木曽郡租税教育推進協議会長賞（１点）木曽郡小学校長会長賞（１点）作品 ―
　応募総数 142 点、最優秀賞等に 13 点入選
　第６回目となる事業ですが、たくさんの課題があるなかで、各小学校の児童の皆さ
んにご協力を頂きました。ありがとうございました。
　また、木曽税務署さん、中信県税事務所さんには作品展示等、ご協力頂きました。
ありがとうございました。
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　木曽法人会の皆さん、いつも「きそほうじん」
をご愛読いただき誠にありがとうございます。昭
和63年の発刊以来、35年の月日が流れ今日を迎
えています。思えば、昭和63年は世の中バブル
の真っ只中でした。世界経済の中で絶頂を迎えた
1991年（平成３年）にバブルが弾け、その後日
本は30年の永きにわたり艱難辛苦の日々が続き
ます。そのような歴史の中にあって、35年の過
去を振り返りつつ、これから30年先を見据えた
時、私たちはどのように処したらいいのか考えて
みたいと思います。
　1993年には非自民の細川連立政権が誕生、住
専を代表とする不良債権処理、1995年の阪神淡
路大震災、1999年ITバブルの出現と崩壊、国内
産業の空洞化進展、2001年建設談合事件をきっ
かけとした公共事業を主体とする緊縮財政と小泉
政権による金融市場のグローバル化、デフレの加
速、2009年民主党政権移行と自民党下野、2011
年３月11日の東日本大震災、2015年の東芝不
正経理に端を発した東証１部上場取り消し２部
降格、2016年の台湾鴻海によるシャープ買収、
2019年中国による香港民主化運動弾圧、2020年
からの新型コロナ感染症の世界的流行、2022年
２月24日ロシアによるウクライナ侵攻による戦
争勃発、安倍元総理の暗殺などなどの事態が、社
会を不安定にしています。ただその中で、2012
年に始まる安倍政権によって、アベノミクスと呼
ばれる脱デフレ政策の試みは、金融緩和と積極的
財政が相まって初期に光彩を放ちました。その
後、二度にわたる消費増税で輝きを失うも、それ
でも失業率を２％台に押し下げたことは、経済の
地力の強さを示し、明日へと繋がる望みを残して
います。私は度々「きそほうじん」の中で述べて
いますように、このような過酷な35年を経て尚、
ご商売、事業を続けてきておられる会員の皆様方
は、真に強い経営者なのだということです。これ
まで培ってこられた経営力、自身で身に付けた哲
学、人的ネットワーク、研ぎ澄まされた勘を信じ
て、たとえ何が来ようとやり抜く決意で、自信を
持って、これからやって来る試練に、共に挑み果
敢に乗り越えて参りましょう。
　ここで、これからの30年を見渡すとどんなこ
とが起こるでしょうか。リニア中央新幹線は開通
しています。高山から下呂を経て中津川までの濃
飛縦貫道も東海北陸道と中央道に接続を終え、さ
らに延伸して三日日付近で新東名に接続していま
す。中部縦貫道も、長野道と東海北陸道に接続し
ています。松本糸魚川線も高規格道路が開通して
います。木曽を取り巻く交通網などインフラは

木曽法人会長　大沢　謙一

きそほうじん発刊 100号記念にあたりきそほうじん発刊 100号記念にあたり

一変しています。その時、国道19号、国道256
号、国道361号、木曽川右岸道路とJR中央西線は
どのようにしなければならないかは、自ずと答え
が出ているように思います。私に身近な建設分野
で見ると、IT化が進み建設機械などは人が操縦
するのではなく、AIが３Dによる測量と設計をも
とに自律的に作業を行うものとなっています。そ
れでも技術者と熟練作業員は欠かせず、仕上げで
は人の感性が要求される、人が必要不可欠な世界
です。一方で生活はどのようなものになるでしょ
う。車は自動運転の世界です。マニュアルドライ
ブは人が操縦する運転で、オートドライブは車自
体が告げられた目的地に向かって自律判断で運転
するものとなっています。道路には、オートドラ
イブの道標となる交通誘導システムが張り巡らさ
れます。トヨタの「Woven City（ウーブン・シ
ティ）」は「ヒト」「モノ」「情報」のモビリティ
（移動・伝達）における新たな価値と生活を提案
し、幸せの量産を目指すというスローガンの下、
静岡県にスマートシティを建設しています。地上
だけではありません。宇宙においても、民間企業
での月面旅行は当たり前の世界となっているこ
とでしょう。ここに2045年問題があります。そ
れは技術的特異点（テクノロジカルシンギュラ
リティ）とも言います。その意味するところは、
AIが人間の知能を超える時点や、それが原因で
私たちの生活に大きな変化が起こることと言われ
ています。私は、AIが人に変わることは決して
ないと思っています。わかりやすく言えば鉄腕ア
トムの世界です。ヒューマノイド（人型ロボッ
ト）や工業ロボットが、生産活動や教育、サービ
ス、文化的活動、あらゆる分野において人の助け
となっている世界です。それらが前提となる世界
で、木曽はどうなっていくかを想像してみるこ
と、それが、これからの私たちの有り様を決める
重要な指針ではないでしょうか。そのような想定
できうる前提を置いて、目下、人口減少に見舞わ
れている木曽で、人が住まう郷土をどのように堅
持し発展させていき、それと共に私たち商業、工
業、農林水産業、観光、建設業などに従事してい
る会員の皆さんが繁栄していくこと。これを私た
ち木曽法人会の課題としてお示し申し上げたいと
思います。この課題に、皆さんのお知恵とお力を
発揮していただき、共に解決してまいりたいと思
います。
　ここに100号発行に寄せ、会員の皆様と木曽税
務署ならびに関係各位への感謝とお慶びを申し上
げ、皆様方の末永いご発展とご多幸をお祈りし、
お祝いの挨拶といたします。
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　木曽税務署長の木内と申します。
　まずは、法人会報第100号の節目を迎えら
れ、心からお慶び申し上げます。
　一般社団法人木曽法人会の皆様方には、日ご
ろから法人会活動を通じ、税務行政に対しまし
て、深いご理解と多大なご協力を賜っており、
この場をお借りして厚くお礼申し上げます。
　木曽法人会におかれましては、「よき経営者
を目指すものの団体」として、税知識の普及や
納税意識の高揚を図るための研修会の開催、税
の啓発活動に熱心に取り組まれ、申告納税制度
の維持・発展と税務行政の円滑な運営にとっ
て、欠くことのできない大きな役割を果たして
おられます。
　また、租税教育活動では租税教室への講師派
遣、小学校児童への「下敷」配布、「税に関す
る絵はがきコンクール」を開催し租税教育にも
ご尽力いただいております。
　小学校から税について関心を高め、その後、
中学、高校、大学と成長していく中で、社会や
国を支える税の意識や役割を理解することは極
めて重要なことであり、税務行政に携わる私ど
もといたしましては、大変心強く感
じております。これらの活動に対し
まして、深く敬意を表しますととも
に、心から感謝申し上げます。
　さて、来年10月にはインボイス
制度が開始されます。
　法人会の皆様には、会報誌への制
度案内文の掲載による周知・広報に
ご協力いただいており、厚くお礼申
し上げます。来年３月末の申請期限
が近づきますと、申請登録までにお
時間がかかることが予想されますの
で、登録を予定されている企業の
皆様には、令和４年中の登録申請

をお勧めしております。
　なお、インボイス登録の申請にあたっては、
e-Taxを利用した早期の登録申請に、ご支援・
ご協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げま
す。
　また、国税庁では、納税者の利便性向上と現
金管理に伴うコスト縮減の観点のほか、新型コ
ロナウイルス感染症の感染防止の観点からも非
対面の納付手段であるキャッシュレス納付の利
用促進を図っており、令和７年度までに国税の
キャッシュレス納付割合を４割とすることを目
指しております。
　キャッシュレス納付につきましては、法人の
方にはダイレクト納付、個人の方には振替納税
のご利用を特に推奨しておりますので、まだご
利用いただいていない企業の皆様には、ぜひ早
期のご利用をご検討いただきますようお願いい
たします。
　結びに当たりまして、木曽法人会の益々のご
発展、会員の皆様のご健勝と会員企業の皆様の
益々のご繁栄を心より祈念申し上げまして、私
の挨拶とさせていただきます。

法人会「きそほうじん」署長挨拶法人会「きそほうじん」署長挨拶

理事会で挨拶される木内税務署長理事会で挨拶される木内税務署長

木曽税務署長　木内　武雄
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租税教室後には、女性部役員が女性部の事業で
もあります、税に関する絵はがきコンクールの
応募のお願いもしました。
　これからも継続事業として青年部員の方々に
は、ご協力をお願いしたいと思います。

　去る７月 21日、木曽町立開田小学校におい
て、青年部の租税教育事業の取り組みとして
「租税教室」を行いました。
　青年部での租税教室は、木曽税務署の方にも
ご協力頂きながら、青年部員が講師となり税の
仕組みを説明し、DVDを活用しながら税金の
ある暮らしの大切さを伝えました。
　租税教室を通じて、少しでも税について考
え、税の大切さを学んでもらえたらと思います。

　平成 29年度の女性部事業としてスタートし
た「税に関する絵はがきコンクール」が第６回
目となり、昨年同様、木曽郡小学校長会や教育
委員会への協力依頼を経て、今年６月～７月の
租税教室開催後に管内９小学校の６年生児童の
皆さんに募集を呼びかけました。
　令和４年９月８日、作品が集まったところで
関係者によって選考会を行い、最優秀賞、木曽

税務署長賞など５点と佳作８点が選ばれまし
た。最優秀賞については、長野県連を通じて、
全法連の審査会の対象作品として出展します。
この事業は、租税教育事業・地域社会貢献事業
として、毎年継続してまいります。―― 選考会開催 ――

　木祖村支部女性部フラワーアレンジメント
講習会が、10月20日に木祖村村民センターで、
新型コロナウイルス感染症拡大防止に留意しな
がら開催されました。
　今年は、お店や事務所のインテリアになる、
フラワーアレンジメントが行われました。

　講師の先生は
法人会木祖村支
部会員でありま
す、㈲林クリー
ニング店の林愛
子さんです。最
初に林先生より
アレンジメント
の進め方の説明
があり、それか
ら花器、ガーベ
ラやあじさいの
花を自分の好き
な色、似合いそ

うな色で選びました。
　そしていよいよ作業開始です。花器に、オア
シスをちょうどよい大きさにカットして、飾
り用の花やグリーンの茎に針金を巻き付けて、
ガーベラを自分のイメージでさしていき、そこ
へあじさいやグリーンの茎をさしていく。なる
べくオアシスが見えないように、そしてどこか
ら見てもきれいに見えるように全体を見ながら
差し替えてみたりして。これでいいかなと思っ
たら、いちど、林先生に見て頂き、少し手直し
して頂いて完成です。先生に手直しをして頂く
と、全体的にきれいに見えました。参加された
方々の出来上がった作品を見ると、それぞれの
個性がでている感じでした。部屋に飾ると華や
かになりそうです。
　今年も、木祖村の文化祭に出来上がった作品
を出展しました。

木祖村支部 女性部
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　木曽税務署では、インボイス制度について理解を深めていただくために、以下の説
明会を開催します。
　インボイス発行事業者の登録をすべきか検討されている場合は、こちらの説明会を
お勧めしておりますので、ぜひご参加ください。

【説明会の主な内容】  
・消費税の基本的な仕組み 
・インボイス制度の基本的な事項 

○ 新型コロナウイルス感染症等の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合が
ございますので、あらかじめご了承ください。 
○ 税務署の代表電話にお問い合わせいただく際は、税務署の電話番号にお掛けいた
だいた後、自動音声案内にしたがって、「2」を選択してください。 

○ 駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用など車での来場はご遠慮くだ
さい。

（令和４年６月）

【特設サイトへ】インボイス制度に関する一般的なご相談は、
軽減・インボイスコールセンターで受け付 
けております。
【専用ダイヤル】 0120 - 205 - 553 (無料)
【受付時間】 9：00～17：00 (土日祝除く)

インボイス制度に関する情
報は、 国税庁ホームページ
の「インボイス制度特設サ
イト」をご覧ください。

【説明会の日程】 

木曽税務署からのお知らせ

インボイス制度説明会のご案内

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和４年11月10日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：11月７日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年11月24日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：11月21日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年12月８日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：12月５日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年12月22日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：12月19日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

参加無料
事前申込制
先着順 

木曽税務署（0264-22-2024  代表）
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〒 399-5504
長野県木曽郡大桑村大字野尻 1077
ＴＥＬ　0264－55－2211
ＦＡＸ　0264－55－3559
E-mail　kiso.taguchi2@gmail.com

田口建材工業株式会社　　代表取締役　田口　惠美

長野県木曽郡木曽町福島 2692 番地 3
業　種　金融業
ＴＥＬ　0264－22－2282

　八十二銀行福島支店は、昭和14年に誕生
し82年の歳月を木曽地域の皆様と一緒に歩
んできました。そして今月11月21日㈪には、

株式会社八十二銀行福島支店

旧支店旧支店 移転後営業を開始した新支店移転後営業を開始した新支店

福島塩渕区の新店舗に移転します。
　ここからまた次の100年先に向かって、地
域の皆様と一緒に新しい歴史を刻んでいきた
いと思います。職員一同精一杯努めてまいる
所存です。今後ともご支援・ご愛顧を賜りま
すようお願い申し上げます。

　木曽川から砂利を採取し、公共工事等にお
ける生コンクリートの資材である骨材（砂・
砂利）の製造販売も創業が昭和37年ですか
ら今年で60年になります。
　現在は、リニアモーターカーの開業に向け
て砂利をストックしています。
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年末調整手続の電子化とは何ですか。

　これまでの年末調整手続は、勤務先（給与等の支払者）が用紙を配付し、その
用紙に従業員（給与等の支払を受ける方）が手書きして提出するなど、書面によ
り行われていることが多いと思います。年末調整手続の電子化とは、以下の２つ
を実施することにより、年末調整手続をデータ処理することであり、これにより
勤務先・従業員双方の年末調整に係る事務負担を軽減するための施策です。
　① 従業員が控除証明書等を電子データで取得し、それを利用して年末調整申告
書データを作成すること

　② 勤務先が従業員から①の年末調整申告書データ及び控除証明書等データの提
供を受け、これを利用して年税額等の計算を行うこと

年末調整手続の電子化のメリットは何でしょうか。

　年末調整手続を電子化することにより、以下のようなメリットがあります。
≪従業員のメリット≫
　従業員は、これまでの手書きによる手続（年末調整申告書の記入、控除額の計
算など）を省略でき、年末調整申告書の作成を簡素化できます。また、年末調整
申告書を電子的に作成し、データで提供（メール等で送信）するため、テレワー
クなどの際に書類を郵送で提出する必要もありません。
　また、書面で提供を受けた控除証明書等を紛失した場合は、保険会社等に対
し、再発行を依頼しなければなりませんでしたが、その手間も不要となります。
　※ 従業員が、「マイナポータル連携」を利用する場合には、複数の控除証明書
等を一度の処理で取得することができますので、従業員の利便性がより高ま
ります。

≪勤務先のメリット≫
　勤務先は、従業員が年調ソフトで作成した年末調整申告書データを利用するこ
とにより、控除額の検算が不要となります。
　また、控除証明書等データを利用した場合、添付書類等の確認に要する事務が
削減されます。
　さらに、従業員が年末調整申告書作成用のソフトウェアを利用して控除申告書
を作成するため、記載誤り等が減少し、従業員への問い合わせ事務も減少するこ
とが期待されます。

　今回の「税金Ｑ＆Ａコーナー」第39弾は、年末調整手続の電子化について説明します。

これまでの年末調整では…これまでの年末調整では… 電子化すると…電子化すると…
従業員従業員 従業員従業員勤務先（給与担当者） 勤務先（給与担当者）

書面提出 データ提出

先（給与勤務先（給与担当者

手書きで作成…手書きで作成… 控除証明書等データ控除証明書等データ
利用で自動計算利用で自動計算検算等が必要…検算等が必要… 給与システム等に取り込み、給与システム等に取り込み、

自動チェック、年税額計算自動チェック、年税額計算
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　加えて、書面による年末調整の場合の書類保管コストも削減することができます。
　※ 年末調整申告書データを利用して年税額の計算等を行うためには、勤務先の
給与システム等が年末調整申告書データの取り込みに対応する必要がありま
す。詳しくはご利用の給与システム等の開発業者等にお問い合わせください。

年末調整手続の電子化については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
  ホーム ＞ 利用者別情報 ＞ 源泉徴収義務者の方 ＞ 年末調整がよくわかるページ　
  ＞ 年末調整手続の電子化「年末調整手続の電子化に向けた取組について」をご覧ください。

１  控除額等の自動計算

どこに記入すればどこに記入すれば
いいんだっけ？いいんだっけ？

控除額を控除額を
自動計算！自動計算！

控除額の計算控除額の計算
あってるかな？？あってるかな？？

自動計算だから自動計算だから
検算不要！検算不要！

２  控除証明書等のデータを利用可能

自動入力だから自動入力だから
チェック不要！チェック不要！

保険料控除証明書保険料控除証明書
（データ）（データ）

インポート

生命保険料控除証明書生命保険料控除証明書
（一般用）（一般用）

証明年度 令和〇年
適用制度 旧制度
ご契約者 国税　太朗
保険期間 終身
証明額 ××××円

年末調整までなくさない
ようにしないと…ようにしないと…

正しく記入されているか正しく記入されているか
チェックしないと…チェックしないと…

データだからなくす心配なし！
自動入力だから簡単！自動入力だから簡単！

生命保険料控除証明書生命保険料控除証明書
（一般用）（一般用）

証明年度 令和〇年
適用制度 旧制度
ご契約者 国税　太朗
保険期間 終身
証明額 ××××円

太朗太

×

太朗

×円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

データ提出

３  データなら提出・保管も簡単

テレワーク先からテレワーク先から
でも簡単に提出！でも簡単に提出！

データ保管だからデータ保管だから
省スペース！省スペース！

テレワークなどの場合、テレワークなどの場合、
郵送や出社が必要郵送や出社が必要

書類を７年間保管書類を７年間保管
できるスペースが必要できるスペースが必要

書き方が分からなければ勤務先に質問書き方が分からなければ勤務先に質問

４  質問への対応も充実

ヘルプデスクヘルプデスク

電子化に当たってご不明の点は電子化に当たってご不明の点は
ヘルプデスクや FAQで解決！ヘルプデスクや FAQで解決！

国税庁ホームページ国税庁ホームページ
・FAQ・FAQ（よくある質問）（よくある質問）
・動画による説明・動画による説明
・チャットボット・チャットボット従業員からの質問対応が大変従業員からの質問対応が大変
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支部対抗親睦ゴルフ大会開催支部対抗親睦ゴルフ大会開催
－木曽町支部チ－ム連勝優勝－

【支部対抗順位】
優　勝　木曽町支部
準優勝　木祖村支部
第３位　上松町支部

【個人戦順位】
優　勝　倉本　幸一　さん （倉本建設㈱）
準優勝 栩秋　浩二　さん （木曽建設産業㈱）
第３位 木下　哲也　さん （㈱木下工業）
ベストグロス
　　　　木下　哲也　さん （㈱木下工業）

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

　大桑村支部会員は、ボランティア活動としてア
ルミ缶回収を実施し、アルミ缶は村内にある大桑
中学校へ寄付をする活動を行いました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、ボラ
ンティア活動が出来ない状況でしたので、回収の
為に会員は集まらず、個々に持参していただく方
法で行いました。
　少しでも、役にたてていればいいなと思います。

大桑村支部 ボランティア事業大桑村支部 ボランティア事業

　支部対抗ゴルフ大会が 10月 25日木曽町開田にあります木曽カントリー俱楽部で開催されました。
　秋晴れとまではいかず、少し肌寒かったですが、雨の心配はありませんでした。御嶽山の頂上も見え
て、上のほうには雪がうっすら、紅葉も見える中での大会となりました。
　上位３位までの成績で競う支部対抗に５支部と、23名が参加され、熱戦が繰り広げられました。

理事会（令和４年10月13日）理事会（令和４年10月13日）




